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裁判終了 

ただいま 
進行中！ 

玄海原発3号機ＭＯＸ燃料使⽤差⽌裁判 
被告︓九州電⼒ 2010.8.9提訴 2015.3.20不当判決 2016.6.27控訴審不当判決 

玄海3･4号機再稼働差止仮処分 
被告︓九州電⼒ 2011.7.7申⽴ 2016.10.26追加申⽴ 

玄海全機運転差止裁判 
被告︓九州電⼒ 2011.12.27提訴 2015.10.30追加提訴 

玄海3･4号機運転停⽌命令義務付請求裁判被告︓国 2013.11.17提訴 

3・4号機仮処分決定間近 

責任放棄、民意無視の知事「同意」を許さない 

 4月24日、山口祥義佐賀県知事は九州電力玄海3・4

号機再稼働に同意表明をしました。この日の記者会見

で知事は「熟慮に熟慮を重ねた結果、再稼働はやむを

得ないと判断した」と述べました。そして、「県民の安全

に寄り添ってしっかりとやっていきたい」「真摯に愚直に

まっすぐに」「何よりも県民の安全が第一」「今そこに原

発があるから」など原稿朗読に終始した会見でした。私

はしらじらしく思えてなりませんでした。 

 山口知事は「規制委員会を信じています」と言ってい

ます（2016.7.20定例記者会見）が、田中俊一原子力規

制委員会委員長は「基準の適合性は見ていますけれ

ども、安全だということは私は申し上げません」と繰り返

し発言しています。一企業が起こした事故のために、住

民の命と生活を根こそぎ奪ったのが東京電力福島第

一原発の事故です。この事故により住民の生活は一変

し、６年経った今なお避難生活を余儀なくされている

人々が大勢います。取り返しのつかない甚大なあらゆ

る犠牲に対し、山口知事は「やむを得ない」というので

しょうか。 

 私たちは、これまで再稼働に対しての疑問質問を何

度も要請してきました。佐賀で行われた住民説明会（5

会場）でも、たくさんの原発への不信不安の声が噴出し

ました。原発の燃料はわずか3、4年しか使えず、あとは

核のゴミとなり何万年先の未来まで押し付ける。事故対

策に住民の避難計画まで立てなければならないのが

原発です。玄海原発は2011年12月25日以来、5年半

全基止まったままです。原発が無くても、生活は変わり

ません。事故が起きれば否応なしに被害を受けるのは

私たち住民です。なぜそうしてまで再稼働したいのか、

会場での質問も同様の声が挙がりましたが、納得いく

答は全くありませんでした。住民の理解など到底得ら

れたとは言えません。山口知事の「責任は国へ丸投

げ」、住民への理解は間接民主主義(二元代表制)を

楯に「県議会（決議）を重く受け止める」とした無責任

な再稼働同意に怒りを禁じえません。 

 私たちは、少なくとも原発に賛成と慎重の両方の専

門家を登壇させての公開討論会の開催をすべきだと

要請しました。しかし、山口知事は「主義主張を戦わ

せる意義を見いだせないもの」として全く聞き入れま

せんでした。 

 原発は、日々の暮らしの問題です。主義主張では

ありません。命をつなぐ大地、海、川、山を全て放射

能で汚染するのが

原 発 事 故 で す。二

度と原発事故を起こ

させてはならない。

命の問題だからこそ

諦める訳にはいきま

せん。再稼働をさせ

る訳に は い き ま せ

ん。私 た ち の裁判

は、その実現のため

の行動です。 

 全国の皆さんとこ

れからも連帯して行

きます。どうぞよろし

くお願い致します。 

命の事だから、諦める訳にはいきません︕   代表 石丸初美 

4/9 玄海原発前で抗議 
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 1月18日の「審査書」決定以降、4月24日の知事「同

意」にいたる経過と問題点を振り返ります。 

 

（１）安全性は確認できていない 

（２）住民からは反対、不安の声が噴出。再稼働に理解

などしていない。 

（３）6市長 （伊万里、壱岐、平戸、松浦、神埼、嬉野）、3

議会（壱岐、平戸、松浦）の「反対」を無視 

（４）命を守れない避難計画 

（５）"ウソ"をついたのは九電だけでなく、知事自身 

（６）知事自らの責任を放棄し、国に丸投げ 

（７）最後は、県民理解を「何よりも県議会の決議」と丸投

げし、「皮膚感覚」で判断 

（８）一人ひとりの市民の行動こそ、再稼働を止める力に

なる！ 

 

（１）安全性は確認できていない 
 

 知事は「安全性の確認と県民理解が得られれば、再

稼働やむを得ない」と言ってきました。 

①事故大前提の再稼働です。 

②そうした中で知事が安全確認の根拠としたのは、慎

重な意見の専門家が一人もいない県原子力安全専門

部会による“お墨付き”だけです。部会長の工藤和彦・

九州大学名誉教授は「経済やエネルギーのために、安

全のリスクを含むものでも使う必要がある」などと発言し

ている原発推進学者でした。部会は6回開催され、「審

査書」に限定した質疑だけを行い、国からの回答が

あったことをもって「安全」とみなしただけです。 

③市民が推薦した慎重・反対の立場の専門家は委員と

して一人も採用されませんでした。その専門家からは

福島原発事故の総括、そもそもの「安全」についての考

え方、基準地震動、重大事故対策の不備、避難計画、

放射性物質による健康被害、決定プロセスなど重大な

問題が多数指摘されましたが、これらの意見を県ホー

ムページに掲載しただけで、議論の場もつくらず、県と

しての考えも示しませんでした。 

④県民から要望が相次いだ公開討論会について知事

は「主義主張を戦わせる意義を見いだせない」と拒

否。原発推進当事者の九州電力と国からの一方的な

説明だけでは、命にかかわる安全性についての確認

をしようがありません。 

 

（２）住民からは反対、不安の声が噴出。再稼

働に理解などしていない。 
 

 知事が「丁寧に」進めたという「プロセス」。問題は中

身です。 

①佐賀県5ヵ所、長崎県5ヵ所、福岡県１ヵ所の計11回

開かれた住民説明会。佐賀県の説明会に参加できた

のは1048人だけ。83万県民のほとんどは一方的に被

害だけを受ける立場にあるにもかかわらず、説明を聞

く場もありませんでした。  

 九電と国は長々とした説明や同じ内容の繰り返しば

かり。県民の質問・意見は1人1分1問に制限された中、

「命のことを考えてください」「フクシマの犠牲になぜ学

ばないのか」

な ど、再 稼

働 に 反対・

慎重の声が

噴 出 し ま し

た。 

「『福 島 を教

訓として踏ま

え て』な ど と

何回も 言 っ

たが、何も踏

ま え て い な

い で は な い

か？軽々しく

言 わ な い で

ほしい。」「福

島原発事故

★山口知事記者会見ポイント★山口知事記者会見ポイント★山口知事記者会見ポイント★山口知事記者会見ポイント    

・再稼働に対して、真摯に愚直

にまっすぐに向き合ってきた。 

・原子力に頼らざるを得ない現

状では、熟慮に熟慮を重ねた結

果、再稼働はやむを得ない。 

・プロセスを大事に、一つ一つ丁

寧に進めてきた。 

・県として安全性が確保されてい

ると確認した。 

・九電がウソをつかないことを確認。 

・原発は国がしっかりと責任を果たすことを確認。 

・自分の皮膚感覚で「県民の理解を得た」と判断。 

・何よりも県議会の容認決議が極めて重い。 

・今そこに原発がある。安全管理のためにも再稼働。 

・知事として県民の安全というものに寄り添ってしっか

りとやっていきたい。 

知事｢規制委員会を信じています｣｢何よりも県議会の決議｣ 

〜再稼働“同意“プロセスを振り返る〜 

３ 

住
民
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は終わっていないじゃないか。」「原発を作るとき、放射

能は出さないとウソを言ってきたのだから、原発は止め

るべきだ。」「『放射性物質をできるだけ抑えるための対

策』というが、『できるだけ』ではなく、絶対に被ばくした

くない。」「被ばくを我慢してくれということで来られたの

か？」「ヘルパーをしているが、要援護者の即座の避

難は絶対無理だ。」「避難計画までいるような電気はい

らない。」etc… 

 これらの疑問に対して国は「福島は緊急時の状態が

続いているというのはその通りだ。他方で、福島の教訓

を汲んで世界最高水準の基準をつくったのが今の状

況だ」、九電は「絶対事故は起こしてはならないという

気持ちで安全対策をしっかりしていくので、ご理解をよ

ろしくお願いしたい」というばかりでした。 

 そのたびに、住民からは「“よろしくお願い”されたくあ

りません！」「おごりだ。恥ずかしくないのか」「命と経済

を一緒にしないでください！」と声が飛び交いました。 

 

②県民各界の代表者でつくる「広く意見を聴く委員会」

が3回開催。1回目は県が呼び集めただけ。2回目は九

電と国の一方的な説明だけ。3回目に委員に意見を言

わせたところ、委員30人中7人、農協組合長、看護協

会会長、介護老人保健施設協会会長、地域婦人協議

会会長、労働組合役員らから再稼働に反対の声が出

されました。自らの姿勢を何も示さずに拙速に委員会

を進めてきた県への批判も相次ぎました。 

 委員から出た継続開催や反対・慎重な意見の専門

家の話を求める意見を、委員長の副島良彦副知事は

黙殺して「様々な意見を聴かせていただきました」とし

て強制終了しました。 

 

③GM２１（知事・全20市町長会合）では「住民の不安に

寄り添うのが首長の責務」と語った伊万里市長をはじ

め、神埼市長、嬉野市長の3人が再稼働反対を明言。

他の首長からも安全性に対する懸念、福島原発事故

が収束していないこと、避難計画の不備、使用済み核

燃料の処分方法未解決などへの指摘が相次ぎまし

た。ここでも、知事は意見をただただ聞き流すだけでし

た。 

 

④県の意見募集に寄せられた「ご意見メール」「ご意見

箱」に寄せられた意見は9割以上が再稼働に反対・慎

重の意見でした。 

 

⑤佐賀新聞、サガテレビの世論調査でも再稼働反対

は過半数でした。 

 

（３）6市長（伊万里、壱岐、平戸、松浦、神埼、嬉野）、

3議会（壱岐、平戸、松浦）の「反対」を無視 
 

 昨年7月、原発30キロ圏にすっぽり入る伊万里市の

塚部芳和市長は「事故が起きたら取り返しがつかない

ことになる。犠牲になるのは住民だ。再稼働の連鎖は

どこかで打ち切らなければならない」として、再稼働反

対を表明しました。原発推進の流れに楔を打ち込んだ

行動に、全国の市民が拍手喝采しました。昨年10月、

私達が県内全市町に要請してまわった際、本人に対

応いただいた松本茂幸神埼市長はその場で「反対」を

表明しました。谷口太一郎嬉野市長も反対を表明しま

した。 

 長崎県の30キロ圏においても、かねてから反対表明

していた白川博一壱岐市長に続き、3月の住民説明会

で出された住民の不安と不信の声を受け止めて、友

広郁洋松浦市長、黒田成彦平戸市長が再稼働反対

を表明しました。友広市長は「原子力災害のリスクは

許容範囲を超えている。被害は広範囲であり短期間

では終わらない。市民が100パーセントの安全を求め

る根拠はそこにある。安全性を国が100パーセントと

言わない以上、反対する」と発言しています。平戸市

議会､松浦市議会、壱岐市議会も再稼働反対の意見

書を全会一致で決議しました。6市長と3議会が反対。 

 30キロ圏内8市町のうち4市の市長と3議会が反対。

30キロ圏の26万人中、10.5万人が住むエリアが丸ごと

反対なのです。ここには17の離島があり19000人（架橋

された3島含めると20島26000人）が住んでいます。民

意を受け止めた首長や議会の判断は非常に重たいも

のです。知事はこれを無視したのです。民主主義や地

方自治の在り方として根本的な誤りを犯しているので

はないでしょうか。 

 

（４）命を守れない避難計画 
 

 4月9日、山本公一・原子力防災担当大臣（環境大

臣）が来佐し、知事と面談。大臣は「避難計画は、やり

放題やっていこう」と述べました。 

 再稼働説明会では国の担当者が「放射線防護対策

施設整備など防災関係については、国が100％の補

助率で年間200億円の予算を措置している」と誇らしげ

に話していました。玄海の放射能シェルター整備では

九電関係会社が14億円を受注。岸本英雄・玄海町長

★★★★説明会場説明会場説明会場説明会場でのでのでのでの住民住民住民住民からのからのからのからの叫叫叫叫びびびび（Ａ（Ａ（Ａ（Ａさんさんさんさん））））    

・・・きょうの説明会で、本当にただ数字だけ、

計画だけ。苦しんでいる福島の人たちがどういう

ところで今も苦しんでいるのか、全然人間が見え

てこないんですよ。 

 本当にあなたたちは自然の脅威を、福島からど

のように学んだんですか。人間のほうが上だと

思っていらっしゃるんですか。 

 今から本当に不安、地震があるたびに「すぐ原

発は…」とやっぱり思うわけですよね。 

 もっともっと人間のことを思ってください。命

が一番大事でしょう。子ども達の命を守ってくだ

さい。玄海原発が再稼働するようになったら、私

はもう佐賀を誇れることができません。 

 佐賀の自然をどんなふうに考えてあるのか、子

ども達の未来をどんなふうに考えてあるのか。私

たちがつくったこの原発の災害です。どうか本当

にもう一度人間に帰ってください、数字だけじゃ

なくて。お願いします。 
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の弟が社長を務める「岸本組」も1億2000万円の工事

を受注。住民を被ばくから守るべき国の責任者が、「や

り放題」などと言うのはあまりに無責任です 

 実測値で高線量に被ばくしてから避難指示。指示に

従わなければ「自主避難」で「自己責任」。安定ヨウ素

剤の事前配布すらせず、いざという時に配れない、間

に合わない。 

 唐津市長は「（避難の）実働体制はできていない。避

難受け入れ先の市町との相談はこれからだ」（4月6

日、唐津市議会）などと本当のことをポロッと公言しまし

た。被ばく必至の机上の避難計画では命を守れませ

ん。1月12日に私達が提出した避難計画・訓練に関す

る60項目に及んだ具体的な質問に対して、知事は回

答もせず、無視したまま再稼働に突進したのです。 

 

（５）"ウソ"をついたのは九電だけでなく、知事

自身 
 

 知事は2年前に瓜生道明九電社長と初めて面談した

時に「うそをつかない」「風通しをよくする」「あらゆる事

態にしっかり対応する」の3点を約束させました。そして

4月19日、再度の社長面談“セレモニー”で「九電はウ

ソをつかないと言っている」ことを確認したそうです。ウ

ソをつかないのは当然です。 

 しかし、事実はどうだったでしょうか。免震重要棟建

設撤回や乾式貯蔵施設建設公表など、約束は次々と

破られました。市民の質問に対しては回答を約束した

にもかかわらず、放置したままです。さらに、九電は6

年前の「やらせメール事件」発覚時に証拠隠滅を図っ

た張本人である中村明常務を今年4月から原子力発

電本部長に就任させました。安全性についても様々な

警告を無視し、テロやフィルターベントなど重大事故

対処施設は建設猶予してきました。このような企業に

命をゆだねることなどできません。国や県は住民の命

を守るべく、九電の姿勢を厳しく正すべきです。 

 そもそも「やらせメール」の発端となった佐賀県自体

が、県民の声を聞くポーズだけで聞き流し、県民に

まったく寄り添おうとしませんでした。古川前知事時代

と変わらぬ佐賀県の山口知事が、人に「ウソをつくな」

などと言える資格などありません。 

 

（６）知事自らの責任を放棄し、国に丸投げ 
 

 知事は、県民を守る知事としての責任について質し

ても、「国が、国が」と言うだけで、自らの責任を自分の

言葉で一切語ってきませんでした。「地元同意の範囲」

も「国が決めること」とずっと言ってきましたが、国から言

われて2月14日には「もともと同意権なるものは存在し

ていない」と発言。「脱原発をめざす首長会議」などか

らの抗議に対して「同意権の議論までしてしまえば、再

稼働と向き合う余裕がなくなる」と述べました。 

 4月22日の世耕弘成経産大臣との“セレモニー”会談

では「国が責任をもって取り組む、という強い決意のお

言葉をいただいた」と知事は喜びました。安全性の確

認も避難計画も事故時の責任も、原発政策については

すべて、自らの責任を放棄し国に"丸投げ"したので

す。しかし、フクシマでは東京電力も国も誰も責任を

取っていません。 

 

（７）最後は、県民理解を「何よりも県議会の決

議」と丸投げ。「皮膚感覚」で判断 
 

 知事は「県民の理解」をどう判断するのかを聞いて

も、「広く意見を聴いて、総合的に判断する」と曖昧に

答えるだけでした。ところが、説明会が終わると、「二元

代表制の下、県議会の意見が極めて大切」と言い出し

て、異例の形で臨時県議会を4月11日に緊急招集。自

民党・公明党で議席の8割（36人中28人）を占める県議

会は12日の1日だけ質疑を行い、13日には再稼働「容

認」を決議、知事はこれを「重く受け止める」としました。 

 そして、県民理解を県議会の議決にすり替え、錦の

御旗として、「今そこに原発がある。再稼働はやむを得

ない」と表明したのです。 

2/172/172/172/17    玄海町役場玄海町役場玄海町役場玄海町役場                                                                                4/74/74/74/7    唐津市役所唐津市役所唐津市役所唐津市役所                                                            4/134/134/134/13    佐賀県庁前佐賀県庁前佐賀県庁前佐賀県庁前    

4/114/114/114/11    佐賀県議会前佐賀県議会前佐賀県議会前佐賀県議会前                            4/134/134/134/13    佐賀県議会前佐賀県議会前佐賀県議会前佐賀県議会前                            4/204/204/204/20    佐賀県庁佐賀県庁佐賀県庁佐賀県庁    



5 

玄海プルサーマル裁判ニュース No.23 2017.5.11 

 会見で判断基準について問われると「自分の“皮膚感

覚”」だといい、再稼働反対という意見を言う市民に対し

て「どこまで深くちゃんと知識や情報が与えられて考え

ているのか」との発言も飛び出しました。 

 

（８）一人ひとりの市民の行動こそ、再稼働を止

める力になる ！ 
 

 私達は生活者として仕事、育児、介護、家事などの合

間に学習や調査を重ねながら、要請書やチラシをつく

り、要請行動や戸別訪問など広報活動に取り組んでき

ました。 

 住民説明会前に各地で開いた事前学習会や、これま

で何百回と開いてきた座談会では「一人ひとりが声をあ

げて、国や九電や自治体に対して直接意見を言って、

その対応のひどさを感じてほしい。怒りを行動のエネル

ギーに変えてほしい」と訴えてきました。 

 今回の知事同意に対して「各地各団体がそれぞれの

立場で佐賀県知事に不同意を迫ろう」と呼び掛けたとこ

ろ、反原発団体のみならず介護ワーカーズ、グリーン

コープ、糸島の子育てママたち、福岡や長崎の市民な

ど、毎日複数のグループが佐賀県庁に知事要請に

続々とやって来ました。 

 私達の一つひとつの取り組みも"種まき"の１つになっ

たと信じ、これからも行動を続けていきたいと思います。 

 今後、「工事計画」や「保安規定」の審査などがありま

■2013年7月12日 九州電力、玄海３・４号機再稼働申請 
■2016年11月9日 新規制基準“合格審査書案決定 
■2016年12月28日 裁判ニュース第22号発行 
■2017年1月 
12 ●佐賀県知事へ避難計画について要請 
16 ◆仮処分第24回審尋（終結） 
18 審査書決定 街頭抗議 
19 第3回佐賀県原子力安全専門部会傍聴 
■2月 
2 第4回原子力安全専門部会傍聴 
4 後藤政志さん唐津学習会 
8 第2回「広く聴く委員会」 傍聴 

県議会原子力特別委員会傍聴 
9 県議会原子力特別委員会傍聴 
10 ◆全基第20回口頭弁論 
11 第５回原子力安全専門部会傍聴 
13 ●知事へ説明会要請（佐賀ネット） 
16 説明会事前学習会・唐津 
17 再稼働不同意署名提出 
18 再稼働を許さない佐賀県集会 
20 説明会事前学習会・武雄 
21 唐津説明会 
22 武雄説明会 
24 玄海町議会同意 傍聴・抗議 
  福岡県知事へ説明会開催要請 
25 説明会事前学習会・佐賀 
27 ●知事へ同意権要請 玄海町長へ不同意要請 

佐賀説明会 
28 伊万里説明会 
■3月 
2 説明会事前学習会・鳥栖 
3 鳥栖説明会 
6 玄海町長抗議行動 

平和運動センター九州ブロック会議で報告 

7 玄海町長同意 抗議行動 
9 ●知事へ公開討論会要請（佐賀ネット） 
7～12 3.11パネル展 
11 佐賀県平和センター「福島と連帯する集会」で報告 
12 3.8国際女性デー福岡行動で報告 
13 第3回「広く意見を聴く委員会」（最終回） 傍聴 
16 県議会特別委員会傍聴 
17 ◆行政第13回口頭弁論 
18 第6回原子力安全専門部会（最終回） 傍聴 
18 GM21ミーティング 
20 後藤政志さんを囲む会（佐賀） 

説明会事前学習会・糸島 
26 馬渡島戸別訪問・ポスティング 
27 唐津市議会原子力特別委員会傍聴 
30 ピースボート玄海案内 
31 安定ヨウ素剤政府交渉＆院内集会 
■4月 
3 ●知事不同意要請・県議会陳情 

●知事へ公開討論会要請（佐賀ネット） 
6 ●知事へ上蓋未交換問題要請 

唐津市議会原子力特別委員会傍聴 
7 唐津市長ヨウ素剤事前配布要請 

今を生きる会、知事不同意要請 
9 山本公一防災大臣来佐・知事面談 抗議（発電所・県庁） 
10 ●知事へヨウ素剤事前配布要請、会見 

今村復興大臣抗議声明 
11-13 佐賀県議会臨時議会 傍聴・抗議行動 
19 瓜生道明九電社長知事面談 抗議行動（発電所） 
20 ●知事へ不同意緊急要請 
22 世耕弘成経産大臣知事面談 抗議行動（発電所・県庁） 
23 脱原発首長会議総会にて報告 
24 知事同意記者会見 ●直前要請／抗議行動 
25 臨時佐賀県議会傍聴・抗議行動 

12月28⽇以降の活動経過 (●＝知事要請、◆＝裁判、下線＝節目の動き） 

すが、問題山積のままです。 

 私達は今年1月からだけでも、知事に対して、再稼働

そのもの、説明のあり方、同意権、避難計画、安定ヨウ

素剤、原子炉上蓋未交換問題などについて要請・質

問書を10回提出しましたが、これまでのところ回答が１

つもありません。これらの回答を迫り、問題点をさらに

追及していかなければなりません。九州電力や国に対

しても「知事は勝手に同意したが、説明責任が果たさ

れていないし、私達は納得していない」と正していきま

しょう。 

 また、再稼働をただちに差し止めることになる仮処分

決定が遠くないうちに出されます。「決定」への社会的

注目を高め、勝利決定をともに勝ち取りましょう。 

 原発をみんなのチカラで絶対に止めましょう。 

 今を生きる大人の責任として、自然とふるさとを守り、

子ども達の未来に繋いでいくために。 

２
／

１８佐
賀

県
庁

包
囲

行
動
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 玄海周辺は他の原発と比べて離島が多いのが特徴

です。30キロ圏に17の離島があり19000人（架橋された

3島含めると20島26000人）が住んでいます 

 たとえば、玄海原発から北西わずか9キロに位置する

唐津市の馬渡島（まだらじま）。3月26日、私たちは島を

訪ね、チラシポスティング・戸別訪問に行ってきました。 

島の正面に原発が見えます。原発事故が起きたら、船

で避難することになりますが、原発に向かっての避難で

す。安定ヨウ素剤は島の診療所に備蓄しているといい

ますが、市職員はいません。放射能が襲ってきた時

に、島民は被ばくから逃れることができるのか…。離島

住民に過酷な状況を押し付ける原発はいりません。 

 以下、島を歩いて見聞きしたこと、役所に確認して分

かったことを報告します。 

 

（（（（１１１１））））佐賀県佐賀県佐賀県佐賀県のののの安定安定安定安定ヨウヨウヨウヨウ素剤素剤素剤素剤のののの配布配布配布配布・・・・備蓄状況備蓄状況備蓄状況備蓄状況    

 

①事前配布は5キロ圏内（玄海町、唐津市）のみ。人口

約8000人のうち66.2％に配布済(2016/8現在) 

②30キロ圏内（約18万人。玄海町、唐津市、伊万里市）

の事故時の具体的配布方法はこれから検討 

③備蓄場所 佐賀県内72ヵ所（マル数字は備蓄場所を

含む緊急配布場所89ヵ所） 

 ・玄海町：公民館など⑪ 

 ・唐津市：集合場所⑭、10キロ圏の小中学校➆、7つ

の離島の診療所➆、避難経路の緊急配布場所⑫ 

 ・伊万里市：市役所①、全公民館⑬、全小中学校㉔ 

※福岡県 糸島市民10万人中15300人が30キロ圏内 

       ⇒3月中に10万人分のヨウ素剤を備蓄準備 

※長崎県 30キロ圏約６万人については詳細調査中。 

     5キロ圏外であっても鷹島、黒島は事前配布 

命を守るために全住⺠に安定ヨウ素剤の事前配布を︕ 

馬渡島訪問、政府交渉を踏まえ要請／唐津市が協議開始へ 

④離島でのヨウ素剤備蓄状況 

  人口   丸剤   医師の滞在状況  

高島   255人   1100錠 本土から通い  

神集島 366人    1300     〃  

馬渡島 360人   1800   島の診療所に居住  

加唐島 144人     900     〃  

小川島 393人   1300     〃  

松島   55人    400  週１回加唐島の医師が来る 

向島   59人     400 2 週に１回肥前町の医師が来る 

 

・全 島に 丸剤と 一緒に、ヨウ化カリウム内服ゼリー

「32.5mg」と「16.3mg」各10個(1箱)と、粉末500ｇを備蓄。 

・離島には市職員が常駐していない。基本は医師が配

布する。しかし、医師が常駐していない島もある。不在

時は、看護師や唐津市役所の職員が船でやってくるの

を待つ。 

 

（（（（２２２２））））馬渡島馬渡島馬渡島馬渡島のののの避難計画避難計画避難計画避難計画    

 

①①①①安定安定安定安定ヨウヨウヨウヨウ素剤素剤素剤素剤についてについてについてについて    

 馬渡島では安定ヨウ素剤を町で唯一の診療所1ヵ所

だけに備蓄。医師が診療所に住み、看護師は島民。 

 しかし、島の世話人は「ヨウ素剤配布について、何も

聞いていない」と言われた。市職員も島にいない、住民

に周知もされていない中で、放射能到達前にヨウ素剤

を飲める保障はない。（保育園児5､6人） 

②②②②船船船船でのでのでのでの避難避難避難避難についてについてについてについて    

 「島から唐津港(本土)までの避難は、定期便でピストン

輸送となっている。しかし、実際事故になったら、みな自

分の船で逃げますよ。その際、唐津の港に船をつなぎと

める“もやい”が足りなくなる。」 

 私たちは、この話を聞いてびっくり

した。船で行けば上陸できると当た

り前のように思っていたが、緊急時

はもやいが不足する、という漁師さ

んにしかわからない話だった。 

「ふだんは長崎方面に仕事（漁）で

いないことが多いから、直ぐ逃げたく

ても船がないですよ。」 

「原発に近づくから、避難を福岡方

面にしてほしい」と、世話人は要望し

ている。 

 定期船には放射線防護対策はな

い。仮に、福岡方面に逃げても偏

西風で放射能が追っかけてくる。 

「本当に三、四日で島から逃げられ

るのか、それが一番心配。」 

 島の南半分が30キロ圏となる長

崎県・壱岐の原発避難訓練では2

年連続で悪天候のため船での訓

練が中止となった。 

穏やかな馬渡港    島民からは原発へ不安・反対の声ばかり 

体育館に設置された蛇腹式テント  折り畳み状態 → 広げるとこうなる 



7 

玄海プルサーマル裁判ニュース No.23 2017.5.11 

③③③③屋内退避屋内退避屋内退避屋内退避についてについてについてについて    

・高線量での避難指示が出るまでと悪天候時の一時し

のぎの場所として、放射能除去フィルター付き換気装

置のついた馬渡小中学校体育館の蛇腹式テントと、新

たなに建設された原子力災害屋内退避施設に全島民

が屋内退避。しかし、“一時しのぎ”＝短期間で脱出す

ることはできるのか。 

・市職員が常駐していないので、事故時には地元消防

団や住民が避難誘導する。 

・蛇腹式テントは、幅１０ｍ、定員１６～１７人。テントを引

き出し、フィルターやダクトを設置するのは消防団と住

民自身。 

・テント内に間仕切りして簡易トイレを設置。用を足す袋

が大小５０ 回分(１人３回分)しかない。トイレの問題な

ど、避難計画ではきめ細やかな配慮が大切。 

・蛇腹式テント設置のために、バスケットボールができ

なくなった。夏休み明けに登校した子ども達がバスケッ

トができないと訴えるなど、生徒の学習活動に支障が

出ている。子どもたちに不自由な思いまでさせている。

島民も困惑。 

・新設された「原子力災害屋内退避施設」。除染専用

のシャワー室、フィルター装置など数億円投じられた。 

・要援護者の避難計画の具体的な話は全くしていな

い。 

・世話人「具体的な話し合いを全くしていないので早く

しなければと思っています…」 

④④④④島民島民島民島民のののの声声声声    

 馬渡島の人たちは、毎日目を覚ませば真正面に玄海

原発がそこに見えます。 

「生まれた時から原発を見てきた。いい気持ちしていな

かった。」 

「海の魚が変わった。原発は反対。」 

「原発はない方がよかさい。」 

「現役を終えたら、運動に参加したい。そして止めた

い」と島の方達は口々に「原発反対」でした。 

 しかし、「我々の意見をいうところがない」「どこに言え

ばよかやろか」と嘆きでした。 

 

（（（（３３３３））））離島離島離島離島ヨウヨウヨウヨウ素剤事前配布素剤事前配布素剤事前配布素剤事前配布、、、、一歩前進一歩前進一歩前進一歩前進    ！！！！    

            唐津市唐津市唐津市唐津市からからからから回答回答回答回答「「「「県県県県とととと協議協議協議協議しているしているしているしている」」」」    

 数多ある核種のうち唯一、放射性ヨウ素だけは安定ヨ

ウ素剤を服用することで体内への取り込みを阻止し、

甲状腺を守ることができます。これら最低限住民の身

を守るための安定ヨウ素剤について何の準備もなく、

再稼働を進めることは許されません。住民の健康を第

一に考えるなら、安定ヨウ素剤を事前配布するしかあり

ません。 

 ３月３１日、全国の市民団体とともにヨウ素剤の事で

政府交渉をしました。馬渡島の状況を訴えると、政府

は「離島や災害等で孤立する可能性のある地域での

事前配布については、自治体が必要性を判断すれば

事前配布をしてもいい」と、自治体からの要請があれ

ば基本的に認めると回答しました。玄海原発30km圏

の鷹島（長崎県）は、避難の際に原発に近づくことにな

るため、長崎県から要望があり、島民に事前配布して

います。松浦市は、住民の命に係わることだけに自治

体として当然のことを実行しているということでした。 

 政府交渉を踏まえ、4月7日に唐津市に、同10日に佐

賀県に対してそれぞれ、離島等への安定ヨウ素剤事

前配布を求める要請を行ったところ、唐津市から同27

日付で回答が届きました。市は「これまで島民の方か

ら直接的・間接的に事前配布の要望が寄せられたこと

がなかった。しかし、今回の要請時に、離島住民から

事前配布のお声があることをお聞きし、早速、県と離

島への事前配布について協議を行っている。今後、定

期開催されている離島代表者会議で各離島の区長の

意見を伺うなど事前配布について検討していく」と回

答しました。 

 一歩前進です。やはり、住民がまず声をあげることが

何より大事だとあらためて思いました。命を守る備えを

進めつつ、原発と放射能の危険性を知らせ、原発なん

てやっぱりいらないという世論を高めていくために、こう

した取り組みをさらに前進させていきましょう。 

 安定ヨウ素剤の事前配布を求めて、各地で運動が取

り組まれている。3 月31 日には院内集会と内閣府・規

制庁と交渉を行った。集会では鹿児島・佐賀・鳥取・関

西・首都圏の活動を交流し、50km 圏で独自に事前配

布を実施している篠山市の取り組みも紹介された。 

 島根県は30km 圏内で希望者に事前配布を開始し、

これも影響して、鳥取県でも市民の地道な活動により

30km 圏内事前配布に向けて進んでいる様子が紹介

された。福井からの参加者は、学校・幼稚園等の避難

弱者の施設で備蓄する取り組みが開始されていること

を紹介。自治体によって異なる状況が明らかになり、

各地の今後の活動に役立つ有意義な交流会となっ

た。 

（1）ひたちなか市「ＰＡＺ内では交付金分のゼリー

剤を使用できる」と政府交渉で確認 

 政府交渉の焦点の一つは、30km 圏内全市で独自

に事前配布を進めるひたちなか市の3 才未満児用ゼ

リー剤についてだった。茨城県と国は、ひたちなか市

の「薬局配布方式」に難癖をつけ、市は交付金で配布

されている安定ヨウ素剤を事前配布に使えず、市の予

算で独自購入している。 

 さらに深刻なのは、3 才未満児用のゼリー剤は、丸

3・31 政府交渉の成果を基盤に、安定ヨウ素剤事前配布を求める運動を強めよう 

（美浜の会ニュース第146号より転載、⼀部略） 

各地の市民の継続的な

活動と連携が、事前配布

について前進を生み出し

ています。3.31政府交渉に

おける成果について、以

下、紹介します。 
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 今年に入ってから、玄海再稼働知事同意手続きが猛

烈なスピードで進む中、私達の３つの裁判も毎月、佐賀

地裁で弁論・審尋が開かれました。 

 このうち3・4号機再稼働差止仮処分は1月16日に終結

しました。2016年度内に決定が出されるだろうと予想し

ていましたが、まだ決定日のお知らせがありません。 

 この間に、知事の「同意」がされ、各地の原発裁判の

動きもありました。知事同意をひっくり返し、わが国の原

子力政策に楔を打つ勝利決定を待ち望むばかりです。 

 

【１】1月16日 再稼働差止仮処分第24回審尋 
 

 この日はまず、13時半から佐賀県庁前通りで、「生命

財産をどう守る 司法は最後の砦」などと書いたのぼり

旗と横断幕を掲げ、通行人へのアピールを行いました。

のぼりを掲げたまま佐賀地裁へ移動し、青空の下、門

前集会を行い、15時前に入廷しました。 

再稼働差止仮処分、終結 

知事同意をひっくり返す「勝利決定」を引き寄せよう︕ 
仮処分/全基差⽌/⾏政訴訟 裁判報告 

 非公開の審尋はこれまでラウンドテーブルの協議室

で行われ、当事者にもかかわらず10名しか入室できま

せんでしたが、今回は債権者（原告）が多数集まるとい

うことで、大きな部屋を裁判所に要望していたところ、

口頭弁論で使う第一法廷を使えることになりました。 

 原告弁護団は基準地震動問題と配管損傷問題につ

いて補強的主張（主張書面16）を行い、「玄海原発3・4

号機が耐震安全基準を満たしていないことは致命的

欠陥。また、最重要のクラス１配管の安全性について

債務者九電からは相当の根拠を示した立証（疎明）が

ないため、具体的危険性があることが事実上推認され

る。こうしたことから、重大な事故が発生する蓋然性が

高い。ひとたび重大事故が起これば、九州を中心とし

て大きな被害をもたらすことは必定であり、再稼働を差

し止める必要がある」と訴えました。 

 裁判補佐人の小山さんによる陳述書「地震動の評価

について」は二重の過小評価になっている基準地震

動問題について実際に起きた福井地震（1948年）

を例にとって説明を展開しました。 

 最後に、立川毅裁判長は「審理は以上といたし

ます。決定の2週間前に双方に告知します」と述

べ、5年半にわたる審理は終了しました。 

 仮処分が決定されれば、ただちに効力が発生し

ます。裁判官に「良心」があるならば、フクシマの

教訓を踏まえ、私たちの命の訴えを聞き入れてく

れるものと信じています。 

ス
ケ

ッ
チ

（
左

）
大

江
良

二
 

（
中

・
右

）
大

江
登

美
子

 

法廷にて 冠木弁護団長 石丸原告団長・小山補佐人 谷弁護士 

剤と異なり日医工から購入さえできないという問題だ。内

閣府の林田氏は、国のガイドライン（安定ヨウ素剤の配

布・服用に当たって）では「医師が服用の可否判断をす

る」ことになっており、ひたちなか市方式はこれを満たし

ていないため、交付金分の使用はできないと繰り返し

た。しかし市民の追及で、ガイドラインには「医師の服用

可否判断」等はどこにも書かれていないことを認めざる

を得なかった。最後に、ひたちなか市が、今後1 才半や

3 才児検診で配布することを検討している件についてた

だすと「それは全く問題ない」とＰＡＺ分については交付

金分の使用を認めた。 

 さらに交渉では、ゼリー剤の販売について、国から

「売ってはいけない」等の圧力は一切かけておらず「ＵＰ

Ｚ外の自治体も含めて調達は可能」と認めた。これに

よって、篠山市も、独占販売している日医工からの購入

の道が開けたことになる。 

（2）ひたちなか市に交渉結果を伝える 

 4 月14 日には、ひたちなか市を訪問し、政府交渉の

確認点を伝え意見交換を行った。交渉によって、交付

金分のゼリー剤使用に一歩近づいたことを歓迎され、

「5km で線引きはできない」「薬局配布方式は例外では

ない」と、15 万全市民への事前配布に踏み切った強い

決意が語られた。福島原発事故の経験から、確信に満

ちた言葉だった。 

（3）各地の運動が連携して勝ち取った成果 

 今回の交渉の成果は、昨年12 月にひたちなか市を

訪問し交付金が使えないという茨城県と国の妨害にも

似た行為に憤慨し、なんとかしなければとの強い思い、

各地で事前配布を求める活動、ガイドラインの検討と

国の言い分の批判、福井県や佐賀県等での実態調

査、関西での幼稚園等へのアンケート調査・施設訪

問、茨城の人達と行った県への申し入れ、日医工への

確認等々の活動によってもたらされた。小さな前進だ

が、これらが結びついて得られたものだ。 

 原発事故時には安定ヨウ素剤の服用と避難しか身を

守るすべはない。事前配布は、福島県庁に大量に備

蓄されていたが配布されなかった事故の教訓からも必

要だ。そして、安定ヨウ素剤を通じて、再稼働に反対す

る意識を人々の中に呼び起こすのは、篠山市の経験

からも明らかだ。 

 ひたちなか市で交付金分の使用が可能となれば、各

市町での事前配布実施にも弾みがつく。 

交渉の成果を基礎に、新しい前進となるよう、今後も国

への監視等を強めよう。 
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 私たちは、2011年7月7日に申し立てた3号機差止仮

処分に加えて、4号機も昨2016年10月26日に申し立

て、236人の債権者（原告）で闘ってきました。原告仲

間、そして全国の脱原発を願うすべての人達とともに１

つの勝利を勝ち取るため、ご注目をお願いします。 

 決定日が判明次第、お知らせしますので、佐賀地裁

にお集まりください！ 

 ＜書面＞ 

  債権者 主張書面(15) （1月13日付）、主張書面(16) （1 

        月13日付）、陳述書：小山英之（1月12日付） 

  債務者 準備書面15、16 （２つとも12月22日付） 

 

【２】2月10日 全基差止第20回口頭弁論 
 

 雪と底冷えする寒さの中での法廷となりました。 

 原告は今回の書面において、かつて一次冷却系の

配管にひび割れが生じていたことを見過ごしていた問

題について、被告九州電力がその後も損傷を未然に

防ぐような検査態勢になっていないことなどを指摘、被

告が技術基準規則18条と19条への適合性について

「相当の根拠を示した立証がないため、玄海原発には

具体的危険性があることが事実上推認される」と陳述、

主張立証責任を明確に示したうえで運転差し止めを求

めました。 

被 告は基準地震動の過小評価問題について原告に

反論する書面を出し、その中で「熊本地震で観測され

たような大きな揺れが2回続けて発生する可能性は極

めて低い」などと陳述しました。 

 本裁判も問題点が収れんされてきて、今後、証人調

べなどを含めた立証の段階にうつっていくことになりそ

うです。重要な局面にさしかかっていると言えます。 

 ＜書面＞ 

  原告 準備書面（16）（1月27日付） 

  被告 準備書面12（1月27日付） 

 

【３】3月17日 行政訴訟第13回口頭弁論 
  「極めて限定的」？想定からはずされる重大事故 
 

 今回の陳述では、国が福島第一原発事故の教訓を

踏まえず、複合的に起きる様々な重大事故について

「極めて限定的」として対策を講じていない実態が浮彫

にされました。  

 九電はメルトダウンした場合には原子炉を冷やすのを

ある段階であきらめ、格納容器下部の水ため（キャビ

ティ）に水を溜め、そこに溶融炉心をボチョッと落とすこ

とにしています。私たちは、水をちゃんと張ることができ

るのか、地震で水漏れするのではないか、ということを

訴状で訴えていました。  

 地震などにより給水切替がうまくいかず、下部キャビ

ティへの注水がなされなければ、溶融炉心・コンクリート

相互作用により、破壊される恐れが生じます。また、下

部キャビティに張られた水中に溶融炉心が落下した場

合も水蒸気爆発が起こる可能性があるのです。 

 福島原発では炉心溶融が発生したという事実を教訓

として、同様の重大事故が他の原発でも起こり得るとい

うことを前提に、原子炉等規制法は改正されました。そ

の下に設置許可基準規則37条第2項は「重大事故発

生時に、原子炉格納容器の破損及び工場等外への放

射性物質の異常な水準の放出を防止するために必要

な措置を講じること」を要求しています。冷却材喪失事

故は地震によっても発生しうるものであり、溶融炉心落

下への対処も複合的な状況を当然想定して措置を講じ

なければなりません。 

 しかし、国は「地震による損傷防止については別の条

文での要求事項であり、想定しなくてもよい」と主張した

のです。これに対して、私達は「国の姿勢は改正原子

炉等規制法の趣旨に真っ向から反するもの」だと反論

しました。 

 また基準地震動問題における「ばらつきの考慮」の必

要性を再度訴え、被告が「誤差」「（原告による）経験式

の修正」という表現を使って誤ったイメージを与えてい

ることは「無意味な非難」だと批判しました。 

 ＜書面＞ 

  原告 準備書面９（3月10日付） 

  被告 第12準備書面（3月3日付） 

 

【４】全国の裁判の状況 
 

 このところ、全国の原発裁判では、国策に追随し、原

発再稼働を認める不当決定が相次ぎました。大阪高裁

は3月28日、関西電力高浜原発3・4号機運転について

大津地裁が下した画期的「差止仮処分決定」（2016年3

月9日）を取り消しました。また広島地裁は3月30日、四

国電力伊方原発3号機運転差止仮処分申立を退けま

した。 

私達の弁護団長、冠木克彦弁護士がかつて言われ

たように「累々たる屍の上に勝利がある」との言葉をか

みしめます。一喜一憂している場合ではありません。今

まさに私達が格闘している玄海の裁判をみんなで支え

ていくことが、最終的な勝利に通じるのだと確信してい

ます。 

 また、4月24日、名古屋高裁金沢支部で開かれた大

飯原発控訴審において、前原子力規制委員長代理で

あり耐震性審査の責任者であった島﨑邦彦氏の証言と

尋問が行われました。島崎氏は「大飯原発の基準地震

動は、入倉・三宅式で計算されているために過小評価

になっている。式の使い方を間違っている。大飯原発

以外でも断層が垂直または垂直に近い場合には、特に

西日本の地震では、入倉・三宅式を使って基準地震動

を計算している限り同じ問題があり、過小評価になって

いる」と証言しました。 

 この島﨑証言は、玄海原発を巡るすべての裁判に大

きな影響を与える

ことは間違いあり

ません。これから

も続 く裁判 の 中

で、証言を活かし

て、基準地震動過

小評価問題につ

いてさらに追及し

ていくことになりま

す。 

島﨑証言を報じる中日新聞（4月25日） 
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 4月24日午後、佐賀県の山口祥義知事は玄海原発

3・4号機の再稼働に同意することを表明しました。佐賀

県だけではなく隣県の長崎・福岡など多くの反対の声

を無視した山口知事の同意表明は容認できません。

「再稼働ゴー」の条件は整ったといわれていますが、私

たちにとっては、何ら問題は解決してはいないのです。 

さて、「今を生きる会」と言っても聞きなれない団体だと

思いますので、自己紹介から始めます。 

 玄海原発3号機ＭＯＸ燃料差止裁判、いわゆるプル

サーマル裁判が佐賀地裁で敗訴（2015年3月20日）を

受け、福岡高裁での控訴審が始まることをきっかけに

つくられました。この会は、ありがちな役員体制はなく、

緩やかな形で活動を進めています。これまで「通信」の

発行や、イベント実施、佐賀や玄海などへ裁判傍聴、

訪問などを行なっています。また福岡市議会へのヨウ

素剤事前配布や説明会実施の請願を数度にわたり、さ

らに福岡県に対して要請書を提出したりしています。 

 今年1月、原子力規制委は玄海原発3・4号機の「新

規制基準適合」の審査書を決定し、再稼働に向けての

動きが急ピッチになります。こうした中で「生きる会」とし

てもできうる取り組みをすることになりました。第一に福

岡県知事に対して「住民説明会の開催」の要請書、第

２に福岡市長あてに同様の要請書の提出、市議会に

対して請願を出すことにしました。2月18日佐賀で開催

された「再稼働を許さない！」集会に参加し賛同者を

募り、２４日に福岡県知事あてに「玄海原子力発電所

の再稼働に関する住民説明会の開催を求める」要請

書を提出しました。この日は新聞社など3社が取材にき

て、朝日・読売両紙に記事が掲載されました。（事前に

「平和フォーラム」関係者の協力を得て、民進党県議と

の接触をやりながら、請願書の提出や他の方法も検討

してきました。）3月3日の福岡県議会で小川洋知事は、

「県内の他の市町村から住民説明会の希望がなされた

場合は、その開催を求める働きかけをさせていただき

たい」と答弁。これを踏まえて3月7日、福岡市長に対し

て、「玄海原発再稼働に関して福岡市として、市民に

対して、各区各町内おいて、住民説明会を開いてくだ

さい」という要請書を提出しました。同日は玄海町長が

再稼働に同意したこともあり、ＮＨＫが取材、夕方に放

映されました。3月27日付けの市からの回答は噴飯もの

で、とても福島原発事故を踏まえたものではありません

でした。 

福岡県⺠510万⼈には何の説明もない理不尽さにNO︕ 
「今を生きる会」世話人 大津啓（福岡市） 

 福岡市議会の請願については、これまで共産党や

「緑と市民ネット」の賛同を得て数回にわたり行なって

きました。委員会では継続審査扱いで、事実上「たな

晒し」になってきました（２年前に提出した請願も眠っ

ています）。今回は、他の会派に賛同を広げる取り組

みを行ない、民進党、社民党でつくる「福岡市民クラ

ブ」と話し合いを進め、請願書を作成しました。この請

願書は「福岡市民クラブ」所属議員全員、共産党、「緑

と市民ネット」の賛同を得て３月２４日に「玄海原子力

発電所の再稼働に関する住民説明会の開催を求め

る」として提出しました。これらいずれの行動も「戦争と

原発のない社会をめざす福岡市民の会」との共同でと

りくみました。 

 佐賀県議会での再稼働容認決議が近まる4月7日、

福岡から多くが駆けつけ佐賀県知事と県議会議長あ

てに「再稼働に同意しないでください」との要請書を提

出しました。過酷事故が起きたら、放射能汚染は偏西

風に乗って西日本から全国を駆けめぐり、自然と人命

に甚大な被害を及ぼすものであり、私たち福岡県民

510万人には何らの説明をあっていない理不尽さを訴

え、県知事と議会はこれらに責任をもたねばならない、

ことを認識させる行動でした。 

 今後、市長や県知事あての説明会開催要請や再稼

働を容認するな！の要求も行なう予定です。各地でい

ろんな行動が行われていくでしょう。が、原発を「既成

事実」として認め、また推進する議員たちを震えさせ、

政策を変えさせるまでに、私たちの行動が至っていな

いというのも現実です。 

 脱原発への道のりは未だ遠くにあります。希望が実

現する可能性が遠くにあるがゆえにこの現実と向き合

い、そこに希望があるのだ、とも言えます。沖縄の人々

は、＜勝つ方法はあ

きらめないこと＞であ

る と、今 日まで た た

かい続けています。

原発再稼働を中止さ

せ、廃止に追い込む

た め の「戦略的」な

議論と「希望」こそが

求められていると

思います。 4/7 佐賀県知事・県議会議長へ要請 

3月7～12日の6日間、佐賀・アバンセにてパネル展を開催しました。

福島の現状を写した福島県三春町の写真家・飛田晋秀さんの写真、

3.11前の福島の自然風景を写した弁護士・斉藤利幸さんの写真、 

そして再稼働迫る玄海の様子をパネルにして展示しました。来場者と

はじっくりとお話することもでき、いろんな出会いもありました。 

玄海のパネルは最新版を随時追加作成しています。各地で巡回展示

してくださる方、ぜひご連絡ください。 

「フクシマから何を学んだのか？～私たちが守りたいもの、残したいもの～3.11パネル展」 
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玄海プルサーマル裁判ニュース No.23 2017.5.11 

2010年に初提訴してから7年。4つの裁判を闘ってきました。大き

な後ろ楯もなく始めた私達の裁判運動ですが、みなさまお一人

一人の温かいご支援でここまで歩んでこれました。 

引き続きのご支援をよろしくお願いいたします。 

1月16日仮処分審尋後の記者会見 

毎回、弁護団（冠木克彦弁護士、武村二三夫弁護士、大橋さゆり弁護士、谷次郎

弁護士）と裁判補佐人の小山英之さんに大阪から駆けつけていただいています。 
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玄海プルサーマル裁判ニュース No.23 2017.5.11 

●最新情報は以下をご覧ください。●最新情報は以下をご覧ください。●最新情報は以下をご覧ください。●最新情報は以下をご覧ください。    

ホームページホームページホームページホームページ    http://sagahttp://sagahttp://sagahttp://saga----genkai.jimdo.com/genkai.jimdo.com/genkai.jimdo.com/genkai.jimdo.com/    

フェイスブックフェイスブックフェイスブックフェイスブックhttp://www.facebook.com/genkai.genpatsuhttp://www.facebook.com/genkai.genpatsuhttp://www.facebook.com/genkai.genpatsuhttp://www.facebook.com/genkai.genpatsu    

会員募集中！ 
■年会費 原告会員１万円。支える会会員5000 円。   

 サポート会員一口 1000 円～。団体会員も歓迎！ 

■振込先：郵便振替口座 01790－3－136810 

     玄海原発プルサーマル裁判を支える会 

命を守るために長期戦覚悟！命を守るために長期戦覚悟！命を守るために長期戦覚悟！命を守るために長期戦覚悟！    

カンパカンパカンパカンパもお願いします！もお願いします！もお願いします！もお願いします！    

あなたのチカラが必要です！ 

●座談会しませんか︖ 
原発のこと､命のこと｡少人数で本音トークをしませんか。1 人
からでも､どこへでも行きますので連絡ください ! 

●事務所ボランティア募集中︕ 
資料整理、チラシ印刷、手作りグッズ作成etc…作業がいろい
ろあります。ご都合のいい時におこしください！ 

●⽞海町や市町を⼀緒に訪問しませんか︖ 

お 知 ら せ 

■裁判傍聴をお願いします︕■ 

●玄海原発3・4号機仮処分決定 
  〇月×日（△） 佐賀地方裁判所 
    決定日時は2週間前に判明。 

    分かり次第、お知らせします。 

    訴えが認められれば、ただちに効力が発生し、 

    再稼働は止まるのです。 

    門前集会、報告集会にぜひお集りください ！ 

    

●玄海原発全基差止・行政訴訟 
  5月12日（金）14:00～全基第21回口頭弁論 

  6月16日（金）14:00～行政第14回口頭弁論 

  7月28日（金）14:00～全基第22回口頭弁論 

  9月15日（金）14:00～行政第15回口頭弁論 

                いずれも佐賀地方裁判所 

らで増殖します。味も香りも色も大好きな植物です。夫

の得意なのは韮料理。合挽肉と韮を炒め塩コショウ

し、器用な手で小麦粉を捏ねて丸く伸ばして作るの

は、巨大餃子です。９３歳の元気な義父から伝えられ

た料理だそうです。 

土筆が顔を出すと、『息子の好きな土筆の佃煮がで

きるな。』と、巡ってきた春を喜びます。息子は百姓を

止めてからは、会社の食堂で食べる

だけ。昔のように土筆の佃煮は作らな

くなりました。百姓に戻れるのは４０年

後？これからも、放射能のない健康な

畑であることが願いです。 

もう初夏です。これからの季節は、

雑草は放っておいたら、何が何やら

と、大変なことに。「無料サウナ、サウ

ナ。」と心に言い聞かせます。そして、

福島に思いを馳せながらも、毎日、草

刈りに勤しむ夏に突入するのです。  

         （にら／福岡市） 

原告総数原告総数原告総数原告総数                        967967967967名名名名    

支える会・サポート会員  支える会・サポート会員  支える会・サポート会員  支える会・サポート会員          924924924924名名名名    

会員数 (会員数 (会員数 (会員数 (2017.5.102017.5.102017.5.102017.5.10現在)現在)現在)現在) 原告内訳 
 仮処分債権者  236名 
 全基原告     349名 
 行政訴訟原告  382名 

私が好きなものは、雑草です。冬が過ぎると、茶

色っぽかった土にカラスノエンドウ・ハコベ・母子草・ス

ズメノテッポウ・蓬・ナズナ・たんぽぽ等などの緑が芽

吹き、萌えいずる春がやってきます。その畑の真ん中

に座り込み、草刈りもせず、小鳥のさえずりを聴くの

は、至福のひととき。 

ハコベを見ると父の声が耳元でよみがえります。「肥

しを沢山運んで土が豊かになったらハコベが生える

ぞ。ハコベだ。」と。几帳面な父の畑には雑草がありま

せんでした。「お父さん、私は上農ではなくて下農で

すかね。自然農を目指しているんですがね。」と言い

訳します。 

雑草の中で特別に好きなのは、嫁菜。摘んだ途端

に、辺りに広がる爽やかな香り。見つければ、嫁菜ご

飯を作ってくれた優しいばかりだった母を思い出しま

す。「お母さん、今年も、ヨメナと自家製ゴマを入れて、

美味しい嫁菜ご飯が作れましたよ。」と笑顔の写真に     

 報告します。 

  韮は野菜ですが、雑草と同じく勝手にあちらこち

事務局リレーコラム   私の好きなもの 


